
新潟県 長岡地域振興局 地域整備部 刈谷田分室
(刈谷田川ダム管理所)

〒940-0145 長岡市栃堀7297-3
TEL：0258-52-5311 FAX：0258-52-1072

現在の刈谷田川ダム(洪水期)

完成直後の刈谷田川ダム(昭和55年)

刈谷田川ダムについて
かり や た がわ



ダムがないと…

梅雨や台風の季節に、集中して強い雨がふることがあります。
そのようなときには、川に流れる水が急にふえて、川からあふれ
てしまい、大きなひ害が発生してしまうことがあります。

ダムがあると…

ダムは、水をためる大きないれものです。
雨がたくさんふったとき、洪水になる前に、ダムは水をためます。

ためた水は、川がはんらんすることのない量をゆっくり流します。

刈谷田川(かりやたがわ)がはんらんしたときのようす(昭和36年、刈谷田川ダムがないころ)

刈谷田川ダムの役割 ～その１～

治水(ちすい)

大雨がふったとき、刈谷田川のはんらんひ害を少なくするために、ダムにいったん水をためます

大雨や雪どけで川に流れる水が急にふ
えることを「洪水(こうずい)」といい、洪
水により川から水があふれることを「は
んらん」といいます。

水は高いところから、低いところへ向かって流れます。川では、水が流れてくる方向を「上流」、
水が流れていく方向を「下流」といいます。

上流

下流

ダムから流す水の量を調整することを、
「洪水調節(こうずいちょうせつ)」といいます。
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ダムがないと…

長い間、山に雨がふらないと川に流れる水はへってしまい
ます。そうなると、川の水を利用している人々は生活するの
にこまってしまいます。

ダムがあると…

長い間、山に雨がふらなくても、ダムにためてある水を川
に流すことで、水不足になることはありません。

刈谷田川ダムにためた水の利用のされ方

栃尾浄水場では、刈谷田
川ダムが流す水を取水して、

として栃尾地域全域
に配っています。

ダム 発電所

刈谷田発電所では、刈谷
田川ダムにためた水で水車
をまわして、 して
います。

栃尾工業用水取水場では、
刈谷田川ダムが流す水を取
水して、 として栃
尾地区の工場に配っていま
す。

刈谷田川ダムの役割 ～その２～

利水(りすい)

刈谷田川近くに住む人々の暮らしに必要な水を、ダムから流します
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大雨の多い時期(洪水期：６月15日～９月30日)

EL.271.50m

EL.239.41m

EL.235.00m

・大雨にそなえて、ダムの空きをつくっておきたい … 治水の役割
・水を利用できるように、ダムにたくさんの水をためておきたい … 利水の役割

↓
大雨の 多い 時期：治水の役割 ＞ 利水の役割
大雨の少ない時期：治水の役割 ＜ 利水の役割

・ダムに水をためることによって出来る湖を、｢ダム湖｣といいます。

大雨の少ない時期(非洪水期：10月１日～６月14日)

利水容量 219千m3

治水容量 3,931千m3

堆砂容量 300千m3

※｢EL.｣は｢標高｣、｢容量｣は｢体積｣のことをいいます。

利水容量 900千m3

治水容量 3,250千m3

堆積容量 300千m3

EL.271.50m

EL.249.50m

EL.235.00m

刈谷田川ダムにためる水の量は、季節によって変わる

季節によって、刈谷田川ダムの水位は約10m変えています

堆砂(たいさ)は、上流
から流れてくる土や
砂がたまること
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刈谷田川ダムでの放流
ダムから水を流すことを、｢放流｣といいます。
刈谷田川ダムには放流する場所が３つあります。そのときの、ダム湖の水位や放流する水の量

などによって変えています。

コンジットゲートからの放流 主バルブからの放流

① クレストゲート
ダムの最上部にあり、ダムが満水に近づいたときに放流するとびら(ゲート)
放流できる水の量：大

② コンジットゲート
ダムの中央部にあり、主に洪水調節するときに放流するとびら(ゲート)
放流できる水の量：中

③ 主バルブ
ダムの最下部にあり、少ない量を放流する弁(バルブ)
放流できる水の量：小

①

②

③
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水位は上がる

水位は変化なし

洪水調節 ～大雨の多い時期(洪水期)～ その１
ダムに流れてくる水の量を｢流入量｣、ダムが放流する水の量を｢放流量｣といいます。

台風や大雨のふりやすい季節は、前もってダム湖の水位を下げて、洪水調節に必要な容量を空けてお
きます。
雨がふる前は、ダムへ流入する量と同じ量の水を放流します。
刈谷田川ダムでは、このようなとき、主バルブから放流します。

大雨がふって洪水になると、洪水調節を開始します。ダム下流の
刈谷田川ではんらんすることがないように、量を調節しながら、流
入量をよりも少ない量を放流します。ダムに水をため込むため、ダ
ム湖の水位は上がります。
刈谷田川ダムでは、このようなとき、コンジットゲートから放流

します。

流 入

放 流

放 流

流 入

放流量 ＝ 流入量
空き容量をたもつ

ダム湖水位は変化なし

放流量 ＜ 流入量
ダムに水をためる
ダム湖水位は上がる
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洪水調節 ～大雨の多い時期(洪水期)～ その２

異常な大雨がふり続いてダムに水をため込み続けると、ダム湖の水位
は上がり続けます。
刈谷田川ダムでためることの出来る水の量はかぎられていますので、

ためすぎてしまってダムがこわれることのないよう、放流量を増やしま
す。「緊急放流(きんきゅうほうりゅう)」や「異常洪水時防災操作(いじょうこ

うずいじぼうさいそうさ)」といいます。
放流量を、徐々に増加させし、流入量と同じ量の放流を行います。
刈谷田川ダムでは、このようなとき、クレストゲート

から放流します。

大雨がやんで洪水がおさまると、流入量もへります。
ダムでは次の洪水にそなえて、ダムの空き容量をかくほするために、

ダム湖の水位を下げます。
ダムに流入するよりも多い量を放流しますが、ダム下流ではんらんが

起きない安全な水量の放流です。

水位はさがる 流 入

流 入

放 流

放 流

放流量 ＝ 流入量
ダムの安全を守る

ダム湖水位は上がらない

放流量 ＞ 流入量
ダムの空きをつくる
ダム湖水位は下がる
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刈谷田川ぞいにある、左の写真のような、サイレン・スピーカーを
“ダム警報局(だむけいほうきょく)”といいます。

ダムから放流する量がふえると、川に流れる水はふえます。

刈谷田川ダムでは、急に(30分で30cm以上)川の水がふえるかもしれな
い放流をする場合は、ダム警報局から、サイレン音やスピーカー放送を
鳴らします。

ダム警報局

ダム警報局が鳴ったら、
・川の中にいる場合は、川から上がってください。
・川の外にいる場合は、川に近づかないでください。

ウー(60秒) 休み(10秒) ウー(60秒) 休み(40秒)

３回くり返し

サイレン

あっ、ダムの警報局が鳴ってるぞ
急いで川の外に逃げよう！

ここは雨が降ってなくても、
ダム上流では降ってるんだね
みんな川に近づいちゃダメだよ！

こちらは刈谷田川ダムです。ただいま、上流のダムから放流しています。
今後、さらに川の水がふえますので、ただちに川からはなれてください。

スピーカー

急に水位が上がる
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7.13水害 ～刈谷田川ダムでは～
平成16年7月新潟・福島豪雨(7.13水害、にいがた・ふくしまごうう)で、刈谷田川ダムでは433mm/25時

間の雨が降りました。(７月降雨量257.5mm(栃尾、1981～2010年平均値)

刈谷田川ダムでは、これまでに最高となる水位まで水をためました。その後、ダムが満水とな
る降雨が続いたことから、クレストゲートからの放流を行いました。刈谷田川ぞいでは大きなひ
害が発生しましたが、ダムが一時的に水をためたことで、最小限のひ害となりました。

３か所の目印( )の赤い線を結んだ水面をイメージしてみてください

刈谷田川ダム最高水位のダム湖クレストゲートからの放流
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常時満水位(EL.249.50m)

貯水位

洪水時満水位(EL.271.50m)

流入量

放流量

流量
(m3/秒)

貯水位
(EL.m)

(H16.7.13) (H16.7.14)

8:10
洪水調節開始

13:00ころ
中之島で破堤

14:30ころ
流入量＝放流量

ダムが満杯になるまでに
約325万m3の水をためました

最大流入時(11:50)
流入量と放流量の差は、193m3/秒
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13:50ころ
緊急放流を開始



7.13水害 ～刈谷田川ぞいのひ害～
◆災害のとくちょう◆

① 昭和10年からのかんそくで最大となる降雨を記録(栃尾観測所)
② 刈谷田川のはんらんにより、家屋のひ害や田畑へ土砂がたまったり、大変大きなひ害が発生
③ 洪水により堤防(ていぼう)や橋がこわれるなど土木施設へのひ害が発生
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7.13水害 ～その後の変化～

ショートカット
中之島地区では大きく曲がっていた川をゆるやかにして、流れをスムーズにしました。前は川だったとこ

ろはうめ立てられ、今は｢刈谷田川防災公園・道の駅パティオにいがた｣が整備されています。

ダム洪水調節容量の見直し
刈谷田川ダムでは、利水容量の一部を洪水調節容量へ変えました。洪水期(６月15日～９月30日)はダム湖の水位

を下げ、洪水時に一時的にためられる量をふやしました。今、7.13水害のときと同じ雨がふっても、クレストゲー
トからの放流を行う必要はありません。

遊水地(ゆうすいち)
川幅を広げることが困難な見附市街地の上流には、遊水地をつくりました。川の堤防の一部に｢越流堤(えつりゅう

てい)｣という少し低い箇所をつくり、洪水時には川の水を遊水地に入れ、洪水がおさまり、川の水量が減ったら、
遊水地に貯めた水を川に戻します。普段は耕作地として利用されています。

平成23年７月新潟・福島豪雨では、7.13水害のときよりもたくさんの雨がふり、洪水がおき
ましたが、このような工事をしていたため、刈谷田川のはんらんひ害はありませんでした。 10



ダムの利用目的
Ｆ：洪水調節 Ｎ：不特定用水・河川維持用水
Ａ：かんがい用水 Ｗ：上水道 Ｉ：工業用水
Ｐ：発電 Ｓ：消流雪用水 Ｒ：レクリエーション

ダムの形式
Ｇ：重力式コンクリートダム GA：重力式アーチダム Ａ：アーチダム
Ｒ：ロックフィルダム Ｅ：アースダム Ｂ：バットレスダム
GF：重力式コンクリートダム・フィルダム複合ダム
HG：中空重力式コンクリートダム MA：マルティプルアーチダム
FA：アスファルトフェイシングダム FC：アスファルトコアフィルダム
FG：堰 CSG：台形CSGダム 11


